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化学シナプスでは，シナプス前末端に活動電位が伝わるとそこに局在する電位依存性の Ca 2 + チャネルが聞き，そ









飾剤で，スチルベンの誘導体である DIDS C 4 , 4 ' -diisothiocyanostilbene-2 , 2' -disulfonic acid) が膜融合活性を
阻害することがわかったため， 3 H-DIDS をもちいてオートラジオグラフィーを行った結果，シナプス膜上の30KDa
のタンパクにのみ 3 H-DIDS が結合することがわかった。このことからシナフ。ス膜の膜融合にはシナプス膜上の30K
Da のタンパクが何らかの関与をしていることが示唆された。さらに速度論的解析により，シナプス小胞の pH 依存
的膜融合活性は主に pH の減少により，リポソームどうしの結合 Caggregation) の速度定数が増加することによる
ためであるとわかった。
また，最近のいくつかの報告にあるような，膜融合とイオンチャネルの関連を考察する目的で，シナプス小胞上に















ることからタンパク質の関与を考え このタンパク質の単離同定を試みた。その結果 分子量30KDa のシナプス膜
上にあるタンパク質を突き止めた。また，膜融合の過程を速度論的に解析し シナプス小胞の膜融合活性は膜小胞の
結合の速度定数が増加することによっており，膜融合過程は pH によらないことを示した。また，膜融合と関連する
と思われるシナフ。ス小胞上のイオンチャネルの解析を行い シナプス小胞膜には 1 種のアニオンチャネルと 3 種のカ
チオンチャネルが存在することを見つけその特徴づけを行った。
以上のように，本論文はシナプスにおける膜融合過程の研究で新しい方法を確立し 関与するタンパク質の同定を
行ったもので，分子生理学の分野に重要な知見を与えるものであり，学位論文として価値あるものと認めるo
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